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〈著書紹介〉
1．本辞典編集の経緯
本辞典は財団法人博報児童教育振興会「ことばと文化・教育」研究助成の成果報告書『日
本語・マラーティー語基本動詞用法辞典』として 2007年 4月に発行された。1年（2006年
4月 1日～2007年 3月 31日）という限られた時間ゆえに，日常的によく使われる基本動詞
に的を絞ることとした。動詞に着目する理由は，動詞はことばを学んで話すための最小単位
である文の中核を成すからである。基本動詞の選定に当たっては，プネー市（インド）で目
下使われている日本語の教科書を 3冊と日本語能力検定試験のガイドラインを参考にした。
こうして，最終的に 376語の動詞をリスト化したのだが，プネーの 2年間の日本語教育で日
本語学習者が学ぶべき動詞をすべて網羅している。辞書の編集作業に関しての詳細は，2007
年度神戸大学留学生センター紀要をご覧いただきたい。
この報告書版辞典（以下，初版）の見出し執筆作業の大部分はプラシャント・パルデシ，
桐生和幸，鈴木幸平，秋田喜美，竹村亜紀子，大崎梓の各氏が担当し，日本におけるマラー
ティー語の研究者である石田英明氏，小磯千尋氏，戸渡博史氏らが草稿に目を通して貴重な
コメントやアドバイスをくれた。500ページ近くに及ぶこの初版がわずか 1年で完成したも
のの，時間的な制約とコンピューターでデーヴァナーガリー文字を処理することの煩雑さな
どでこの初版は表記の誤りが多く，また一部のマラーティー語による語釈と説明の書き直し
が必要であった。しかし，近年の言語処理技術の進歩により，コンピューター上でデーヴァ
ナーガリー文字を素早く処理することが容易になった。また，ハリ・ダムレ氏，ミーナ・ア
シザワ氏が修正作業を一手に引き受けてくれた。修正は主に，（1）マラーティー語の誤植の
修正，（2）現代マラーティー語の自然な言い回しによる語釈と説明の書き直し，（3）難しい
と思われる漢字にふりがなをふること，であった。なお，初版では紙幅の関係で日本語の語
釈は省略し，マラーティー語の翻訳のみを載せていた。今回の改訂版では日本語の語釈も加
えた。ふりがなの付与は桐生和幸氏が開発したネット版のエディターを利用して行った。ネッ
ト上で利用できるエディターのお陰で日本とインドの両方から，またそれぞれの作業スケ
ジュールを調整しながら，空間と時間の壁を乗り越え，効率的な作業が可能となった。また，
このエディターの掲示板機能を利用して編集者同士の意見交換も可能となり，ミスを極力減
らすと同時にマラーティー語を母語とする日本語学習者にこの辞典を最大限に役立ててもら
う工夫を施すことができた。
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2．本辞典の特徴
本辞典は，総ページ数が 500ページ以上であり，自然な日本語の例文を非常に多く載録し
ている。学習者が日本語の語彙を増やせるように，例文を作成する際，他の例文とは違うこ
とばを多く含めるように努めた。各動詞の辞書項目は，基本的意味および拡張的意味を収め
てあるだけでなく，日常会話でよく使われる慣用表現も収録してある。各意味は，Ⓙ日本語
での説明，Ⓜマラーティー語の訳の順で配列している。マラーティー語の対応語は《》で囲っ
てある。また，補説説明のある場合は， の後に情報を提示している。なお，各例文に文型
やそのほかの補足情報がある場合は， のあとに提示している。以下に，「あがる」の項目
の一部を示す。
プラシャント・パルデシ
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各意味には，日本語の例文とそのマラーティー語訳が付けてある。日本語の例文はすべて
の漢字の下にふりがながふってある。こうすることで，学習者が漢字に慣れ，読み方を覚え
るのに役立つと考えるからである。ふりがな付きの日本語語釈の追加によって，マラーティー
語を母語とする日本語学習者は日本語とマラーティー語の両言語で，また，マラーティー語
ができない他の日本語学習者は日本語の語釈と例文を参照し，独習が可能となった。
作例において，日本の芸術，文化，スポーツなどに関する単語が使われているところがあ
る。その場合は，当該の単語についてマラーティー語で簡潔な説明を加えている。このよう
な工夫が意味理解を深めるために役立つと思われる。マラーティー語訳を付ける際，英語か
ら借用され，現代マラーティー語でよく使う言葉（例：meeting, match）などはデーヴァナー
ガリー表記でそのまま使用した。また，英語の単語にマラーティー語の新しい訳語がある場
合は両方載せることにした（例：flat, ）。これにより，マラーティー語の言い回し
が理解できないことを避け，英語で教育を
受けたマラーティー語話者にも理解できる
ようにした。
また，多くの見出し語に日本語とマラー
ティー語の対照的な観点から文法的な解説
が付けてある。こういった解説は，10年
以上にわたって我々が行ってきた日本語と
南アジア諸語との対照研究の成果と言え
る。学習者がこういった説明を読むことで，
二言語の間の文法的相違を理解するのに役
に立つだろう。語彙や例文に関する対照情
報がある場合は， の記号の後に提示して
いる。以下，例文に関する対照情報に関し
て「奪う」からの例を示す。「奪う」では
日本語の例文が受動文に対して，そのマ
ラーティー語の対訳は能動文が自然で，受
動文が不自然であることを述べ，この日本
語とマラーティー語間の違いは「共感度・
視点」の違いによるものであると説明して
いる。
語法は文法やアスペクト，ヴォイスを中
心にその動詞に関する情報を掲載してあ
る。項目が 2つ以上ある場合は，■が各項
目の始まりであることを示している。右の
例は「踏む」からである。
本辞典の最後に動詞に関する文法項目と
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して，テンス，アスペクト，ヴォイス，授
受表現，感情表現の動詞，敬語の解説を日
本語とマラーティー語で載せてある。また，
マラーティー語から日本語の動詞を参照で
きるように逆引き索引を付けた。これにより，マラーティー語の 1つの動詞や動詞句表現に
対して異なる日本語が対応する場合を知ることができる。例えば，上の例のように，マラー
ティー語の「 」に対しては，日本語の「あたる」，「ぶつかる」という動詞が対応す
ることがわかる。日本語の後にある（1）のような数字は，当該するマラーティー語の訳が
当てられている動詞の意味番号である。....の後の数字は，ページ番号である。
索引も日本語からマラーティー語とマラーティー語から日本語の両方を用意している。こ
の改訂版は文字通りの二言語辞典である。
3．まとめと展望
この辞典の内容は多義語の複数の意味とその使用例の理解だけでなく，漢字の学習や語彙
の学習にも役立つように工夫されている。体系的，かつ，包括的に動詞の意味を理解するこ
とで，日本語会話を効率よく習得するのに役立つであろう。日本語能力試験の受験対策にも
役立つと思われる。
印日協会会長のラメーシュ・ディヴェーカル氏はプネーと日本の交流の草分けである故D. 
D.ガンガル氏の協力のもと，1965年にPune Vidyarthi Grihaでプネー初の日本語教室を開いた。
プネーにおける日本語教育の曙となるこの画期的な出来事からちょうど 50年の佳節にこの
辞典を刊行でき，プネー出身の日本語学習者である筆者にとって感慨もひとしおである。
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